
疾病データの利用承諾について 

 

(一社)日本ホルスタイン登録協会北海道支局 

 

当会支局事業につきましては、平素から特段のご支援ご協力を賜り厚くお礼を申し上げます。 

さて、当会では、令和 2 年度から 4 年度までの 3 年間、公益財団法人全国競馬(JRA)・畜産振

興会の助成事業「乳用牛生産性長命連産性の遺伝改良研究事業」において、農業共済組合(NOSAI)

の疾病データを用いた耐病性形質に関する調査研究を行い、耐病性の育種改良の可能性を検討し

てまいりました。それらの研究成果を受けて、当会が令和 5 年度より 3 年間の計画で実施して

いる「乳用牛ゲノミック選抜の推進強化研究事業」(JRA 畜産振興会助成事業)では、耐病性の

更なる調査研究を行うとともに、他の乳牛改良団体と連携し全国規模での耐病性形質の遺伝評

価体制を構築する計画です。 

特に長命連産性の改良には生産寿命の延長に関係する体型、繁殖性及び疾病など様々な情報を

考慮に入れなければなりません。そのうち疾病に関連する形質は、わが国において実用的な調査

研究がほとんど進められておらず、言うまでもなく米国など酪農先進国で行われている疾病形質

の遺伝評価は未だに着手できない状況です。 

つきましては、北海道農業共済組合を通じて酪農家の皆さんが加入している農業共済組合の

疾病データを収集・活用し遺伝情報の研究開発並びに独立行政法人家畜改良センターにおける

疾病形質に関する定期的な遺伝評価に対する継続的な利用のため、酪農家の皆さんからデータ

利用の承諾（同意）を頂きたいので、ご理解とご協力のほどお願い申し上げます。 

 

 

疾病データの利用に関する承諾書 
 

年   月   日 

 

一般社団法人日本ホルスタイン登録協会長  殿 

 

遺伝評価等の酪農産業に役立つ情報の研究開発並びに独立行政法人家畜改良センターにおけ

る疾病形質に関する定期的な遺伝評価に対する継続的な利用のために、北海道農業共済組合を

通じて、農業共済組合に集積・管理されている乳用牛の疾病データを収集・活用することにつ

いて承諾します。 

 

記 

 
 住 所                                
  

氏 名                                
   

個体識別農場コード                          
牛群検定農家コード                          

 家畜共済農家番号                           
※ 家畜共済農家番号に基づき疾病データを抽出しますので、必ずご記入ください。 
※ 疾病データ等の情報は、当会の個人情報保護方針に基づき取り扱います。 


